
 

平成２１年度第８回平塚市建築審査会 会議録 

 

開催日時 平成２２年３月１８日（木） 午前１０時００分から午前１１時４０分まで 

開催場所 平塚市教育会館 ２階 中会議室 

 

出 

席 

者 

 

委員 三澤委員、赤塚委員、三浦委員、杉本委員、大山委員 

特定 

行政庁 

久永まちづくり政策部長、吉野建築指導課長、井上課長代理、金子主査（議

案１及び２） 

事 務 局

他 

武井課長代理、寺島主任、山本課長代理（開発指導課）、菅間主査（同）（議

案１及び２） 

久永まちづくり政策部長、吉野建築指導課長、井上課長代理、武井課長代

理、金子主査、寺島主任、山本課長代理（開発指導課）、菅間主査（同）（議

案３及び４） 

欠 

席 
 なし 

 

 開催形態 

 

 

□公開   ■一部公開  □非公開 

 

傍聴者 

 

なし 

会議録 

署名委員 

 

三澤委員（会長）、大山委員 

 

会議内容                    

 

１ 開会 

会議録署名委員は、大山委員とすることで了承された。 

 

「議案４ 審査請求について」は、会議の公開に関する指針

の規定に基づき、非公開とすることが確認された。 

 

２ 議事 

（１）議案１ 建築基準法第４３条第１項ただし書許可に係る包括同

意基準に基づく報告について（６件） 

 

報告案件１－①～１－⑥について 

 



 

案件１－①から１－⑥までの申請地は、同一の開発区域とし

て都市計画法第２９条に基づく開発許可を受けた敷地である

ことから、一括説明の了承を得た上、資料に基づき特定行政庁

から当該案件の概要説明があった。 

案件１－①から１－⑥までの敷地境界線が、前面道路である

法第４２条に規定する道路の線形に沿っておらず、屈曲してい

ることについて質疑があった。 

これに対し、当該前面道路は法第４２条第２項に規定する道

路であり、申請地の道路を挟んで反対側の敷地は、元道幅員約

１．８メートルの中心から後退済みの敷地と未後退の敷地があ

る。本件に係る開発区域は、反対側の道路境界線から申請地側

に４．５メートル一方後退したため、法第４２条第２項道路の

線形に沿った形状となっていない旨の説明があった。なお、本

件に係る法第４３条第１項ただし書空地の範囲は、法第４２条

第２項道路における元道の中心からの後退線と、開発行為に伴

う申請地反対側の道路境界線からの４．５メートルの一方後退

線との間であるとの補足説明があった。 

本件申請地が接する前面道路の幅員を４．５メートル確保す

る根拠について質疑があった。 

これに対し、平塚市まちづくり条例の規定により、開発区域

の規模等に応じて幅員が定められており、本件に係る開発区域

の規模の場合、幅員４．５メートルが必要になるとの回答があ

った。 

以上の質疑をもって、本件は「了承」された。 

 

（２）議案２ 建築基準法第４３条第１項ただし書許可の同意につい

て（１件） 

 

提案案件２－①について 

 

資料に基づき、特定行政庁から当該案件の概要説明があっ

た。 

本件許可は、法第４２条に規定する道路と本件敷地との間に

付け替え道路を整備するために、法第４３条第１項に定める接

道要件を充たさなくなったものである。 

これに関連し、本件に係る付け替え道路について、東側方向

へどこまで付け替え道路として整備されるのかとの質疑があ

った。 

これに対し、当該付け替え道路は、相模川の堤防の土手に突

き当たる箇所まで整備される旨の回答があった。 

本件に係る付け替え道路部分が、法第４２条に定める道路に



位置づけられる時点はいつかとの質疑があった。 

これに対し、本件に係る墓地の整備がすべて完了し、当該付

け替え道路部分が市に帰属され、道路法に基づく道路の区域に

含まれた時点である旨の回答があった。また、本件に係る道路

法に基づく道路区域の変更は、市議会による議決手続きは不要

であるとの補足説明があった。 

以上の質疑をもって、本件は「同意」された。 

 

（３）議案３ 建築基準法第４３条第１項ただし書の許可に係る包括

同意基準の一部改正について 

 

資料に基づき、事務局から、建築基準法施行規則の一部改正

に伴う本基準の一部改正案について、概要説明があった。 

主だった質疑はなく、本基準を改正し、施行日は平成２２年

４月１日とすることとなった。 

 

（４）議案４ 審査請求について 

 

ア 平塚市黒部丘における変更確認処分の取り消しを求める審

査請求について 

 

平成２２年２月１２日付けで審査請求が提起され、受理した

旨の報告が事務局からあった。また、資料に基づきこれまでの

経過、審査請求の趣旨、建築計画概要及び請求理由について説

明があった。 

 

本件は、次回も引き続き審議を継続することとなった。 

 

３ その他 

 

事務局から、第５７回全国建築審査会長会議の開催日時等に

ついて報告があった。 

 

次回の開催日程は、事務局にて調整することとなった。 

 

４ 閉会 

 

 

 

 

 


